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経
済
成
長
の

三

部
門
モ

デ
ル

内

島

敏

之

異
質
の

資
本
財
が

複
数
個

存
在
す

る

成
長
モ

デ
ル

を

展
開
し
た

H
巴

呂

[

N

]

の

重

要
な

結
果
の

一

つ

は
､

均
衡
成
長
径
路
が

鞍
点

的
特
性
を

も
つ

(

1
)

と
い

う
こ

と

で

あ

る
｡

従
来
の

S

O
-

○

弓
[

ヱ
.

亡
N

p

宅
p

[

ヱ
.

[

¢
]

等
に

ょ

り

示

さ

れ

た

単
一

の

資
本
財
で

特
長
づ

け

ら
れ

る

新
古
典
派
の

成
長
モ

デ
ル

で

は
､

均

衡
成

長
径
路
は

安
定
的
な

特
性
を
も
っ

て

い

る
｡

田

宍
ヨ
e

賢
e
r

-

D
｡

b
e
-

-

呂
d

只
亡
g
p

[

-

]

は
､

旧

資
本
財
の

再
販
売

は

行
わ

れ

な
い

モ

デ
ル

に
､

特
定
の

貯
蓄

･

投
資
行
動
仮
説
を

採
用
し

､

ェ
p

F

n

に

よ

り

示
さ

れ

た

均
衡
成
長
径
路
の

不

安
定
な

特
性
が

除
去
さ

れ

ぅ
る

こ

と

を

示

し

た
｡

我
々

の

モ

デ
ル

は
､

彼
ら
の

モ

デ

ル

を

簡
単
化
し

た

も

の

で

あ

る

が
､

全
て

の

部
門
の

生

産
関
数
が
コ

ブ
･

ダ

グ

ラ

ス

型
で

(

2
)

あ

る

と
は

仮
定
し

な
い

｡

従
来
の

二

部
門
成

長
モ

デ
ル

の

資
本
財
部
門
を

二

つ

に

細
分
化
し

､

二

つ

の

異
質
の

資
本
財
を

導
入

す
る

｡

モ

デ
ル

は

二

っ

の

資
本
財
部
門
と

一

つ

の

消
費
財
部
門
か

ら

成
る
が

､

こ

の

よ

う
な

経

済
の

均
衡
成
長
径
路
の

一

義
性
や

安

定
性
の

問
題
を

検
討
す
る

の

が

本
稿

の

目

的
で

あ

る
｡

1

モ

デ
ル

二

つ

の

臭
っ

た

資
本
財
を

第
一

､

第
二

資
本
財
と
そ

れ

ぞ

れ

呼
び

､

お

㍊
｢

へ

じ

の

お

の

の

ス

ト

ッ

ク

量
を
g

と
必

で

示

す
｡

第
一

資
本
財
は

第
一

資
本
財

部
門
で

､

第
二

資
本
財
は

第
二

資
本
財
部
門
で

生

産
さ

れ

る

と

す
る

｡

第

一

資
本
財
は

､

二

つ

の

資
本

財
部
門
で

生

産
要
素
と

し
て

使
用
さ

れ
､

第

二

資
本
財
は

消
費
財
部
門
で

の

み

使
用
さ

れ
る

と

し

よ

う
｡

さ

ら

に

労
働

は

同
質
で

あ

り
､

各
部
門
間
を

移
動
可
能
で

あ
る

と

す
る

｡

各
部
門
で

の

生

産
活
動
に

お

い

て
､

労
働
と

資
本
は

不

可
欠
な

生

産
要
素
で

あ

る

と

し

よ
>

フ
0

我
々

の

モ

デ
ル

は

次
の

連
立
方

程
式
シ

ス

テ
ム

で

示
さ

れ

る
｡

さ
=
勺

-

(

内
-

一

ト
ー

)

㌔
=
勺
久

額
ぎ

ト
u

)

よ
=
q
(

卓
ト
ロ

)

内
=

内
-

＋

内
田

ト

=
ト

ー

＋
ト

b

＋
ト
p

軌
､

範

(

訂
-

も
は

､

琴
各

資
本

財
部
門
の

産
出
量

､

資
本
を

示

す
｡

抗
は

消
費
財
部
門
の

産
出
量
で

あ

る
｡

ん
(

訂
-

芯
ム
)

は

各
部
門
に

配

分
さ

れ

る

労
働
量

､

エ

は

総
労
働
量
を

示

す
｡

凡
､

凡
と
G

は
､

各
部
門

の

生

産
関
数
で

あ

る
｡

最
初
の

三

つ

の

式
は

､

各
部
門
の

生

産
の

状
況
を

示
し

､

終
り
の

二

つ

の

式
は

､

資
本
と

労
働
と
の

完
全
稼
働
の

条
件
を

述

べ

る
｡

資
本
と

労
働
と

の

配
分
が

､

完
全
競
争
的
に

な

さ

れ

る

な

ら
ば

､

次
の

六

個
の

式
を

得
る

｡

む

勺
-

ご
=

き
利

別

■

_
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む

勺
”

=

雷

鼠
む

Q

､
u

‖
町

軋む

勺
-

琶

‖

き

封
む

勺
柑

‖

昏

封

む

屯封

m

(
軋

=
】

-

N

)

は

革
も

資
本
財
の

レ

ン

タ
ル

､

仰

は

賃
金
率
を

示

す
｡

糾

(

訂
-

芯
)

は
､

第
･
も

資
本
財
部
門
で

の

生

産
さ

れ

る

新
資
本
財
の

価

格
を

表
す

｡

我
々

は

消
費
財
を
ニ

ュ

ー

メ

レ

ー

ル

に

と

る
｡

し
た

が

っ

て

消
費
財
の

価
格
ほ
つ

ね
に

1

で

あ
る

｡

投
資

･

貯
蓄
行
動
仮
説
と

し

て
､

各
々

の

資
本
の

レ

ン

タ

ル

所
得
は

全

(

3
)

額
､

各
々

の

資
本
に

再
投

資
さ

れ
る

､

と
い

う
仮
説
を

採
用
す

る
｡

そ
の

と

き
､

浮
}

√

=
→
-

内

富

㌔
=
㌔
転

が

成
り

立
つ

｡

資
本

蓄
積
プ
ロ

セ

ス

は

}
√

=

内

}

㌦

=
b
呵

の

二

式
に

よ

り

示
さ

れ
る

｡

単
純
化
の

た

め

減
価
償
却
は

無
視
す
る

｡

｢

書

労
働
は

一

定
の

正
の

率
几

で

増
加
す
る

と

仮
定
す
る

と
､

ト

=
声

ト

を

得
る

｡

以

上
に

示
し

た

ご

と

く
､

我
々

の

モ

デ
ル

ほ
､

1 6

の

変
数
と
1 6

の

式
に

よ

り

構
成
さ

れ

る
｡

2

短
期
均
衡
の

決
定

資
本
ス

ト
ッ

ク

g

と
必

が
､

更
に

労
働
量
エ

が

あ
る
一

時
点
に

お
い

て

所
与
で

あ

る

と

き
､

均
衡
数
量

､

あ

る

い

は

均
衡
価
格
が

い

か

に

し

て

決

定
さ

れ

る

か

を

み

よ

う
｡

次
の

新
し
い

変
数
を

定

義
し
ょ

う
｡

ぎ
=

ヨ
＼

ト
(
吋

=
-

一

N
一

山

)
一

計

=
ト
れ

､

ト
(
叫

=
-

】

N
一

い

)
-

計
叫

=

内
㌔
ト
(
丸

=
-

-

N

)
-

ヨ
=

卓
ト

)

ヨ
ー

=

転
＼

一
望

計

=
内
＼

ト
.

前
節
の

短
期
均
衡
シ

ス

テ
ム

は
､

こ

れ

ら
の

新
し
い

変
数
を

使
え

ば
､

(

4
)

以

下
の

ご

と

く

と

な
る

｡

ぎ

=
㌻

ト
(

ぎ
)

)

冨
=
㌻

か
(

訂
)

】

欝
=
㌻

叉
∋
-

)
一

対

=
㌻

ぎ

＋
㌻
計

時

-

=
㌣

＋
㌻

＋
㌻

つ
ー

=

曾
さ

､

(

ざ
)

=

富
か

､

(

ぎ
)

→
柑

=
q

､

(

喜
一

)

さ
(

ざ
)

=

勺
-

(
加

デ
ー

)

か
(

計
u

)

=
勺
入

加

ぎ
ー
)

q

(

∋
-

)

=
屯
(

き
-

-

)

( ( ( ′

‾

＼ /
一

＼ ( ( (

(:沿 ､ J ロ ＼ L n -ト レJ N ト▲

＼ J ) )
､

､ _
ノ ＼ J ) ＼ J )

∂2 3
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蛋

=

き
{

ト
(

ざ
)

-
計

r

p
､

(

ぎ
)
)

=

昏
(

か
(

計
拍

)

1
計

か
､

(

計
u

ご

=

叉
∋
-

)

-

∋
-

q
､

(

喜
-

)

昏
ぎ

=
ご
計

▲

七
叫

冨

=
→
地
→

芦

ヨ
=

喜
-

㌻

っ

ま

り
ぁ

と
仇

と

が

所
与
で

あ
る

短
期
均
衡
シ

ス

テ
ム

は
､

の

式
と

､

14

の

変
数
と

よ

り

成
る

｡

ら
､

ち
､

ち
､

m l

､

p l

､

伽
､

n
､

似
､

㈹

と

ワ

ル

ラ

ス

法
則
よ

り
､

蛋

=
冨

=
㌻

叉
喜
一

)

と

な

り
､

肌
に

よ

り

変
数
は

､

y l
､

的
､

的
､

り
､

ぴ

の

1 4

個
で

あ

る
｡

矧

に

よ

り

(

一

こ

(

-

○

)

(

〓
)

(

-

N
)

(
-

山
)

(
-

古

上

述
の

1 4

1

ヽ

2

ヽ

計
､

(

且
Ⅳ
〇

.

∋
-

､

(

阜
)

>
○

が

成
立

す
る

｡

等
号
は

の

が

1

の

と

き
に

成
り

立
つ

｡

こ

の

こ

と
か

ら

し

て
､

ち
と

叫

と

は
ぁ

か

ら

独
立
に

m

に

よ

り
一

義
的
に

決
定
さ

れ
る

｡

仙
､

㈲

の

式
よ

り

甘

僅
倍
は

訂

∫
計

1
(

-

-
㌻
)

計
-

計

｢
･

計
-

､

訂

-
ぎ

∂β卓

㌻

=

叉
喜
一

)

-

ヨ
ー

q
､

(

喜
一

)

叉
喜
-

)

と

な

る

が
､

こ

の

式
と

､

㈲
､

岨

よ

り

訂

僅
僅

村
山

-
ぎ

ト
､

(

計
-

)

を

得
る

｡

申

e

い

ま
､

知
=

-

と

定
義
す

る

な

ら

ば
､

一

J

評
柵

鮒
よ

-

旦
N

と

な
る

｡

抑
､

姻

よ

り

(

-

J

㈲
､

m
､

㈱
､

M

よ

り
(
-

00

)

を

得
る

｡

こ

れ

は
､

全
体
の

労
働
の

う
ち

消
費
財
部
門
に

配
分
さ

れ

る

労

働
の

割
合
は

､

消
費
財
部
門
の

賃
金
配
分
率
に

等
し

く

な

る

こ

と

を

示

す
｡

へ

5
)

い

ま

消
費
財
部
門
の

代
替
の

弾
力
性
を

恥

と

す
れ

ば
､

計

‖
む

岨

(

ぎ

＋
知
)

(

-

-
㌻
)

計
岨

＋
知

を

得
る

｡

両
辺
の

対

数
を
と

り
､

ゐ

で

偏
微
分
す
る

と
､

(

-

¢

)

悼
･

-

蛸

鞘
(

T
邑

乳

∋
-

と

な

る
｡

旭

よ

り

乱

喜

色
p

劉
=

宇
ヨ
･

割

と

な

り
､

胸
､

㈹

よ

り
､

q
00

肌
-

な

ら
ば

､

(

-

∽

)

む
b

-

ぎ

知
軒

㌔
(

知
)

と

な

り
､

肌

で

偏
微
分
す
れ

ば

｢

軒

｢
･

計
-

知
計

㌔
(

知
)

㌻
､

(

喜
)

(

-

e

｢
r

さ
十
ヒ
>
患
＋
托
し

倉
(

雷

＋
k
)

.
含

＋
知
+
屯

ヨ

ー

ー
㌻

と
な

る
｡

㈹

に

よ
っ

て
､

草
(

知
)

>
○

で

あ

る
の

で
､

も

し

第
二

資
本
財
部
門
の

.●

_

ノ

◆

-



資
本
集
約
度
が

､

第
一

資
本
財
部
門
の

そ

れ

よ

り

大
で

あ

る

な

ら

ば
､

ば
､

｡

識

削
即

(

江
-

"

)

と

な

る
｡

｡

れ

を

使
っ

て

前
の

式
の

[

エ

を

書
き

改
め

る

と

む

知封
>
○

と

な

る
｡

乳

ぎ

知

い

ま

第
乞

資
本
財
部
門
の

代
替
の

弾
力
性
を

の

と

す
れ

[

☆

]

=
知
ぎ
(

q
-

＋
q
田

-
-
)

＋
q
日

出
u

＋
q
-

村
-

計
抒

＋
知
計

柑

知
(

ぎ

＋
知
)

(

計
蛤

＋
知
)

と

な

り
､

も

し

q
-

＋
q
b

Ⅳ
-

な

ら
ば

[

弟

]

>
○

と

な
る

｡

故
に

､

計
抄

>
計

ご

q
-

＋
q
抄

Ⅳ
-

む

知
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の

二
つ

の

う
ち
い

ず
れ
か

が

成
立

す

る

な

ら

剖
>
○

と

な
る

｡

同
様
に

し
て

､

q
㌘

肌
-

で

あ

り
､

か

つ

､

計
岨

Ⅳ

ぎ
q
-

＋
q
岨

Ⅳ
-

の

う
ち

む

如

い

ず
れ

か
一

つ

が

成
立

す
れ

ば

凱
Ⅳ
○

と

な

る

こ

と

が

わ

か

る
｡

等
号

は

の

が

1

の

と

き

で

あ
る

｡

上
に

述
べ

た

特
定
の

条

件
が

成
立
す
る

な

ら

知

=
知
(

計
､

∋
)

は
､

生

産
関
数
が

w
e

宇
b
e

F

p

く

乱

で

あ

る

と

い

う
仮
定
の

も

と

で

は
､

与
え

ら

れ
た
ゐ

と
m

と
に

対

し

て

唯
一

の

解
を
も

つ
｡

こ

の

こ

と

か

ら
､

短
期
均
衡
解
に

対

応
す

る
月

は
一

義
的
に

決
定
さ

れ
､

他
の

諸

変
数
の

短

期
均
衡
解
も

ー

義
的
に

決
定
さ

れ

よ

う
｡

要
約
し

ょ

う
｡

(
i

)

q
ひ

肌
-

､

村
山

>

ぎ

(

苫
q
}

肌
-

-

q
-

＋
q
u

Ⅳ
-

書

の

二

つ

の

条
件
の

う
ち

､

い

ず
れ
か

が

成
り

立
つ

と

す
る

な

ら

ば
､

我
々

の

モ

デ
ル

で

は

与
え

ら

れ

た

正
の

ゐ
､

m

に

対
し

て
､

短
期
均
衡
は

一

義

的
に

存
在
す
る

｡

3

長
期
均
衡
の

決
定

資
本
蓄
積
式

さ
=

恥

と
､

㈲
､

㈹

よ

り

Å
帥

⊥

=

叉
ト

､

(

ぎ
)

1

且

と

な
る

｡

(

N

O

)

も

う
一

つ

の

資
本
蓄
積
式

よ
=

毎

と
､

㈲
､

脚
､

仙
､

姻

と

よ

り

許
Å
約

⊥

｢

q
､

(
→

ぎ
)

{

か
(

計
岨

)

-
計

払

わ
､

(

村
山

)
一

去
]

(
N

こ

と

な

る
｡

榊

に

お
い

て
､

計

=
○

と

す
れ

ば

ト
､

(

ぎ
)

=
さ

を

得
る

｡

こ

れ

よ

り

乱
計

中
計

-

丸

S

む

ヨ

＼
む

ぎ封

と

求
ま

る

が
､

賢
-

(

旨

も
知

む

∋
一

札

知
む

∋
.

む

ぎ

丸

ぎ
む

知

む

計

乳

知
む

計

∂β∂
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か

が

成
り

立
て

ば
､

針
肌
○

と

な
る

｡

等
号
は

､

立

す
る

｡

次
に

､

似
に

お

い

て

さ
=
○

と

す

れ
ば

､

で

あ
る

こ

と
に

注
意
す
る

な

ら

ば
､

前
節
の

条
件

q

00
の

う
ち
い

ず
れ

乱
打

の

が

1

の

と

き

に

成

人
納

甜
･

ヨ
･

)

=
b
(

君
)

-
村

山

し

く
(

訂
)

(

N

N

)

と

な

る
｡

こ

の

左

辺
を

¢
と
お

く
と

､

竜

山

遥
(

学
【

)

q
､

､

(

喜
一

)

乱

き
ー

乱

∋

{

q
､

(

3
-

)
一

は

札

ヨ

と

な

り
､

先
に

み

た

よ

う
に

q

臥
-

な

ら
ば

紺
>
｡

で

あ

り
､

更
に

丸

臥幣
｡

と

な
る

｡

3 .

=
○

を

示
す
曲
線
の

傾
き

を

求
め

る

と
､

㌍
｢

馳
排

出
＼
紺

を

得
る

｡

】
い

ま
､

消
費
財
部
門
の

代
替
の

弾
力

性
和

が

l

で

あ

る

な

ら
ば

､

幣
…
な
り

､

更
に

宣
-

か
､

書
聖
か

の

い

ず
れ

か

が

成

り
た

つ

な

ら
ば

紺
>
｡

と

な

り
､

針
は

正

と

な

る
｡

宗
1

､

つ

ま

乱
打

り

消
費
財
部
門
の

生

産
関
数
が
コ

ブ
･

ダ

グ
ラ

ス

型
で

あ

れ

ば
､

き

‖
○

を

示

す

曲
線
は

図
に

示
さ

れ
て

い

る

よ

う
に

原
点
を

通
る

右
上

り
の

曲
線

と

な

る
｡

図
に

示
ぎ

れ

る

よ

う
に

､

㌃
○

と

さ

=
○

と
の

交
点
は

た

だ
一

つ

で

あ

る
｡

こ

の

点
で

は
､

u

J

→
は

ー
‖

≠
〓

=
→
P

勺
-

恒
心

が

成
立
す
る

｡

r l

一
夕l

は

第
一

資
本
財
g

の

利
潤
率
を

､

空
餓

は

第
二

安

部

本
財
必

の

利

潤
率
を

示
し
て

い

る

か

ら
､

長
期
均

衡
に

お

い

て

は

両
資
本

ぅ

財
の

利
潤
率
は

均
等
で

あ

り
､

か
つ

そ

れ

ら

は

自
然
成
長
率
几

に

等
し

く

な

る

の

で

あ

る
｡

か

く

し
て

一

義
的
に

決
定
さ

れ

る

長
期
均
衡
は

安
定
性
を

有
す
る

で

あ

ろ

う
か

｡

如

汀
○

を

示

す
直
線
よ

り

上
の

領
域
で

は
､

時
間
と

と

も

に

ゐ

は

減
少
し

､

下
で

は
ゐ

は

増
加
す

る
｡

一

方
､

さ
=
○

を

示

す

曲
線
よ

り

上
の

領
域
で

は
､

m

は

時
間
の

経
過
に

つ

れ

て

増
加
し

､

下
の

領
域
で

は

減
少
す

る
｡

図
に

よ
っ

て

示
さ

れ

る

よ

う
に

､

任
意
の

初
期
時
点
か

ら

出

発
す

る

経
済
は

､

や

が

て

長
期
均
衡
状
鰻
に

収
束
し
て

い

く
｡

領
域
Ⅰ

と

Ⅱ

か

ら

出
発
す
る

点
は

､

領
域
Ⅲ

と

Ⅳ
に

入

り

込
む
こ

と
は

な
い

｡

ま

た

領
域
Ⅲ

と

Ⅳ
か

ら

出
発
す

る

点

も
､

領
域
Ⅰ

と

Ⅱ
と

に

入

り

込
む
こ

と

は

な
い

｡

こ

れ

ま
で

の

こ

と

を

要
約
す
る

｡

も
し

消
費
財
部
門
の

代
替
の

弾
力
性

が

l

で

あ

り
､

か

つ

倉
>

ぎ

あ = 0

｢
ヽ Ⅱ

＼

ヽ

｢
Ⅰ ヽ

､
､

､

､
ヽ

＼

Ⅲ

ピ

た = 0

か
､

q
-

＋
q
坤

Ⅳ
-

か

の

う
ち

い

ず
れ
か

一

つ

が

成
り
立

て

ば
､

長
期
均
衡
は

一

義
的
に

決
定
さ

れ
､

か

つ

そ

れ

ほ

大

域
的
に

安
定
で

あ

る
｡

4

む

す

び

我
々

の

資
本
集
約
度
条
件

と
､

通
常
の

二

部
門
モ

デ
ル
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に

お

け

る

資
本
集
約
度
条
件
(

消
費
財
産
業
の

資
本
集
約
度
は

資
本
財
産

業
の

そ

れ
よ

り

も

大
で

あ

る

と
い

う
条
件
)

と
の

関
連
に

つ

い

て

考
え
て

み

る
｡

我
々

の

モ

デ
ル

で

は
､

第
一

資
本
財
部
門
の

生

産
物
で

あ

る

第
一

資
本
財
は

､

自
己
の

部
門
と

第
二

資
本
財
部
門
に

お
い

て

生

産
要
素
と

し

て

使
用
さ

れ
､

第
二

資
本
財
部
門
の

生

産
物
で

あ

る

第
二

資
本
財
は

消
費

財
部

門
の

生

産
要
素
と

し
て

使
用
さ

れ

る
｡

こ

の

よ

う
な

意

味
で

､

第
二

資
本
財
部
門
は

第
一

資
本
財
部
門
よ

り

も
､

消

費
財
部
門
に

近
い

部
門
と

い

え

よ

う
｡

す

る

と

我
々

の

得
た

資
本
集
約
度
条
件
の

意
味
す
る

と
こ

ろ

は
､

消
費
財
部
門
に

近
い

第
二

資
本
財
部
門
の

資
本
集
約
度
が

､

第
一

資

本
財
部
門
の

そ

れ

よ

り

も

大
で

あ

る
､

と
い

う
こ

と

に

な

ろ

う
｡

田

弓
m
2
-

∽

t
e

∫

ロ
O

b
e
-

-
-

昌
一

只
亡

笥
[

エ

に

お

い

て

は
､

全
て

の

部

門
の

生

産
関
数
は
コ

ブ
･

ダ

グ

ラ

ス

璽
で

あ

る

と

仮
定
さ

れ

て

い

る
｡

我

々

の

モ

デ
ル

で

示

さ

れ

た

よ

う
に

､

長
期
均
衡
の

一

義
性
と

安
定

性
と

は
､

消
費
財
部
門
の

代
替
の

弾
力
性
が

1

で

あ

る

こ

と

に

強
く

依
存
し
て

い

る
｡

他
の

二

つ

の

資
本
財
部
門
の

代
替
の

弾
力

性
に

つ

い

て

ほ
､

q
-

＋
q
U

Ⅳ
-

が

成
立

す
れ

ば

よ
い

｡

も

ち

ろ

ん
こ

の

条
件
は

､

q
-

Ⅳ
【

)

q
b

Ⅳ
-

の

二

つ

の

条
件
を

も

含
ん

で

い

る
｡

(

1
)

異
質
の

資
本

財
が

存
在

す
る

成

長
モ

デ

ル

に

つ

い

て

は

他

に

H
已
旨
[

山
]

.

S

F
e
-

-

琶
.

d

S
t

首
-

芹
N

[

と
､

S
O
【

○

弓

[

コ

を

参

照
｡

(

2
)

二

部

門
成

長
モ

デ

ル

に

つ

い

て

は
､

I

n

邑
p

[

丘
､

P
N

P

W
p

[

00
]

.

[

¢

]

を

参
照

｡

(

3
)

こ

の

よ

う

な

貯

蓄
･

投

資
行

動

仮

説
に

つ

い

て

は

出
亡
r

m
e

r

∽
t
e

M
-

ロ
O

b
e
】
-

甲
ロ

P

宍
亡

笥
[

-

]

が

詳

し
い

｡

(

4
)

各

部

門
の

生

産

関

数

は
一

次

同

次
で

あ

り
､

か

つ

w
e

宇
b
e

F

苧

く
e

a

で

あ

る

と

す
る

｡

い

ま

生

産

関

数

を

哩

=
､
(

計
)

と

し

よ

う
｡

ヽ
(

計

)

>
○

-

ヽ
､

(

計
)

<
○

-

ヽ
(

○
)

=

8
､

ヽ
(

2
)

=
○

で

あ

る

と

き

′
は

弓
e
-

T

b
e

F
p

く

乱

で

あ

る

と
い

う
｡

H

ロ
p

d
p

[

丘

を

参
照

｡

(

5
)

q
p

=

-
q

､

(

q

-
→

ぎ
句

､

)

∋
-

顎
､

､

で

あ
る

｡

噺

瀧

沖

州

発
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